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添付書類 添付 した書類にOを記入
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健康福祉サービス自己評価実施状況報告書

∂令和 7年 4月 日

大津市障害福祉課長  あて

(所在地)  大津市一里山 5丁 目20番 32号

(施設 。事業所名) 咲くら

(代表者職・氏名)施 設長 平山真司

健康福祉サービス自己評価を、「本県における健康福祉サービス評価システムの

推進について」により実施しましたので、下記のとおり報告します。

記

1 施設 B事業所の名称  咲 くら

2 評価基準およびサー ビスの種別 (該当の記号にO印 を付 し、サー ビスの種別

を記入 )

○評価基準

□ 障害福祉サービス共通評価基準① 〔障害者/施設、グループホーム〕

(種別 : 就労継続支援 B型    )
イ 障害福祉サービス共通評価基準② 〔障害者 (児)/在宅〕

(種別 :        )
ウ 放課後等デイサービス自己評価表

工 児童発達支援自己評価表

オ 保育所訪問支援自己評価表

※種 別 (記入例 :就労継続支援 B型 )

3 自己評価の実施時期 (自 己評価結果をとりまとめた時期 )

令和 7年 4月



4 県のホームページで、自己評価を実施した施設 日事業所の名称、所在地、実

施時期、事業所での評価結果の公表の有無を情報提供することについて

雁供 してもよい 提供 しないでほしい

5 自己評価結果の公表の有無 (該当するところを○で囲む)

①市町への送付           匠□ 。 しない

した

した

6 サー ビス改善計画の公表の有無 (該 当するところを○で囲み、括弧内に記入 )

①市町への送付           した 。 しない

④施設・事業所内での閲覧提供

⑤インターネットのホームページ

⑥その他の方法での公表

(具体的に :

④施設・事業所内での閲覧提供

⑤インターネットのホームページ

⑥その他の方法での公表

(具体的に :

した

した

しない

しない

しない

しない

)

7 自己評価を実施 して感 じたこと、評価基準 ロガイ ドライン等への意見やサー

ビス評価について今後望むこと





障害福祉サービス共通評価基準① 〔障害者 飩蒔攪、 ク'ルーフ・ホーム〕
※

1人権への配慮

「個人が尊厳をもつてその人らしい自立した生活が送れるよう支援する」という理念に基づき、①事業所の理念や基本方針が明示され職員に
認識されているか、②利用者の人権が擁護され、主体的な利用が可能となつているか、③人権侵害を決して起こさないための体制ができてい
るか、④プライバシーが保護されているかといったことをここでは評価します。
また、日々 の営みや活動においては、利用者の意向を尊重し、見守りと支援の姿勢を持つて生活範囲が広がるように絶えず努力し、事業所

で提供するサービスが利用者のニーズに応えるものとなつていなければならないというサービス提供者の姿勢が明確に示される必要がありま
す。さらに苦情解決や必要な改善を行う体制が確立されているかという点も重要な評価対象となります。

用 は

や苦情申し立
てができる体制に
なつていますか。

コ メ ン ト中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点

■ 2理念や基本方針は、法人役員と全ての職員に配布されている。

■ 3理念や基本方針は、利用者主体の考え方に基づいている。

・ 賀稔孔選荒奪声触
よ` 事業計画や職員の倫理綱領等に反映され、かつ

・ 賀程ゼ型朝    ・言葉づかいを含む)については、指針

■ 2接し方を点検・改善するための検討会議や研修が設けられている。

■ 3禁句を含む厳守事項については、職員に対して明確に示されている。

・ i饂塙詫碧蒜留侶整曇望巳埓父脇宅原磐|し
介`助者や介助方法につ

□贋麓雑据垢写用
よマニュアルが整備され、和l用者の意思に基づ

□鷺認盈1路蹄 勁橘鶴側軌∵斧
鎖源を

■ 3電話その他の通信機器が利用し易いように設置されている。

■ 5手紙や電話などの取り次ぎは速やかに行われている。

人 ひ

の

重 や基本方針が ■ 1理念や基本方針は、明文化され、公表されている。

業計画等に具体

■ 4電話その他の通信機器の個人所有ができる。

■ 6信仰する自由・しない自由がある。

■ 7交際したり・結婚する自由がある。

■ 5理念や基本方針は、必要に応じて見直されている。

いますか。
とりの

的な権利行使への

ていますか。
さ

明示され、それらが

化されていますか。

16項目中 14項 目

は 、 利

評価結果 ①・ BtC

・ 亀 t灘湛覇鷲儀律
の留意事項が、それぞれのサービスのマ

・ 鯉な鴎 ど筑戸留層冒整孫品伝学
の利用者のことを話しては

・ 憲錦転誅浸竜亮言鍵異ヒ傘告垢彎枚憲伊
プ`ラわラーの

・ 宅供鳳烈
用方式の電話等では、プライ′`シーを守るための配慮がなされ

■ 5手紙や電話等については、通信の秘密が守られている。

□
陥 貧き冨宗驚 馳 伊

捗 設備その他の環朗 コ いく 必要

シーの保護

′ シー I

した事業所運営
まヽすか。

6項 目中 5項 目 評価結果 ⑥・ B・ C

■ 1体罰・虐待等については、具体的な例を示した上で禁上している。

.統
露i長年

については、就業規員l・ 職務規程及びマニュ列 レ等に日月文

・ 納 儀尋
いては 日`頃からミーテイングや会議等で取り上げ、常

4利用者と接する場面で体罰・虐待等が起きないよう、接し方等の研修を
行つている。

①体罰・虐待等(1司

束、暴言、暴力、無
視、放置等)の人権
侵害の防止策、及
び万―に備えた対
応方法が定められ
ていますか。

5万一、体罰・虐待等が行われた場合の対応について規定が設けられて
いる。

1苦情の申し立ては、利用者のみならず、家族や利用者が信頼している
第三者からもできる体制になつている。

2相談・苦情申し立てについては、担当者が決まつており、そのことが利
用者や家族等に文書をもつて知らされている。

(障害児 (者 )/施設 -1-)



・ 罰請赳謡 荒奪吃:れ
た事剰こついては、申立て人に

・ 任亀属避写占茨男晃忌捻丁
は`職員のlまかli第三者も入れて解決する

・ 留顕誰屋誕託盾蕗算税説筆電子
決困難な場合、外部の権利擁護機関や

・ 豚聘琵晃根蚕管雇蟻挺潮
権利擁護機関や市町村の相談窓口

用
■ 1利用者の意見の聞き取りをおこなつている。位・自 尊重して

いますか
□ 2利用者からの提案、申し入れのシステムがある。

■ 3利用者に変更事項に関して意見を求めている。

□ 4定期的なアンケートを採り入れている。

■ 5本人の意思決定を尊重している。

な活動を支援して
いますか

□ 1行事や旅行などのプランを利用者と一緒に企画する。

□ 2ピアカウンセリングやワークショップを利用している。

□ 3利用者自治会等の運営に対して、見守りと支援をおこなつている。

□ 4障害当事者活動に積極的支援をおこなつている。

加を支援 ■ 地ヽ域資源の活用に向けて情報提供をおこなつている。

していますか
■ 2地域社会との積極的な交流を支援している。

口 3個人の意志に基づく社会参加をおこなつている。

□ 4移動や外出支援のシステムを持つている。

□ 5外泊支援のシステムを持つている。

を提供しています
か

■ 情ヽ報提供については、わかりやすい工夫がされている。

□ 2理解度にあわせた説明やパンフレットが用意されている。

■ 3コミュニケーションの取り方を工夫している。

■ 41T等 の機器を活用している。

の 1利用者の日常生活上の自立行為について、見守りの姿勢を保ち、必要
活上の自立行為に
対する見守りと支
援の体制は十分で
すか。

な時には迅速に支援するという方針を会議等で確認している。

■
2日 常生活上の自立行為への介助に関する判断については、あらかじめ

利用者(及び必要に応じて家族等)と十分な話し合いが行われている。

・ 評孫逢黒晶晶鼻島纂涙勇豪記髪ぞ
田が広がるよ引ミ職員の対応や事業

21項 目中 11項 目 評価結果 A・ ◎・ C

11項目中 11項目  評価結果 ①・ BoC

(障害児 (者 )/施設 -2-)



2 利用者に応 じた個別支援プログラム

事業所の利用を希望する人達の個別ニーズは、自立生活や職業的自立を目指すとか、事業所内で安定した生活を実現したい等というよう
に、多種・多様です。事業所の側はこうした利用者の個別のニーズに応えられるかどうか、事業所種別や事業所機能を含めて検討し、自らの
事業所を利用に供することができるかどうか判断しなければなりません。
また、事業所サービスの全てにおいて、利用者の生活の質(QOL)を 重視し、さらに1よ 自立を目指すエンパワメントの視点も忘れてはなりませ

ん 。

ここでは、これら2つの視点を基礎として、障害の内容や程度に拘わらず、利用者一人ひとりに個別支援が行われているか否かを評価しま
す。 まず、事業所和

`用

の希望が示されると相談面接が行われます。そこで利用者の要望が明らかにされ、事業所側は、自らの基本方針や
サービスの内容を説明します。和I用が決定したら、事業所は、担当職員あるいは担当チームを決め、利用者や必要に応じて家族等とも相談し
ながら、個別支援計画を策定します。事業所利用の開始とともに、個別計画に基づくサービスが提供されますが、そのサービスは利用者の要
望を満たすものになつているか否か絶えずチェックされる必要があり、その結果、個別計画は見直しされることもあります。
ここでは、こうした一連のサービスの提供過程に関する事項を評価します。

コ メ ン  ト中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点

・ ∵雪層種讐i劃豊義翁謝、選F条
件・サービス内容等につい

2事業所を案内するだけではなく、体験する機会(注:事業所として独自に
工夫しているサービス)を設けている。

3相談面接で明らかとなつた、利用者の要望事項等を記録するとともに、
記録した事項は、利用者(及び必要に応じて家族等)の確認を得ている。

4他の事業所等の利用が望ましいと考えられる場合には、利用者(及び
■ 必要に応じて家族等)の 了解を得て、連絡・依頼・紹介状の作成等を行

い、必要な場合には同行して引き継ぐよう1こしている。

1

用の相談と
選択

した上で、事業所

には事業所サービ
理

4項 目中 4項 目

利用を選択するよう
に支援しています
か。

吾平価結果 ①・ B・ C

・ 整認確提罹盈皇隠七言怠Ⅲ
めに利用者の行動の特徴や健康上の留意事

■ 1個別支援計画策定のために、会議等を開催している。

■ 3緊急に計画の見直しが必要な場合は随時会議・検討会を行つている。

■ 4会議の内容は、所定の様式により記録・保存されている。

2利用者(及び必要に応じて家族等)の参加・不参加に拘わらず、個別支
■ 援計画の決定は利用者(及び必要に応じて家族等)の 同意のもとに行わ

れている。

.な
写
別支援計画の見直しを検討するための会議が定期的に行われてい

日薄 躁 撃再撃呼¥整歌とだ駅毘f似
び必要に応じて家族∋も参加

・ 朗穏醒鍬導朝I詔き装景き刺
は喜面蘇され、支援の目標・方法・

□ぎ尾恥手哲軸 寒1巴鼻冤行退す
る地域の福祉サービスや社会資源

計画の策定

開催

の

メント

の 1 に応じ して用不II び必要 て家族等)の を要望 所定の様式で記録し者(及
て定にあたつ は る。

用利 者の状況を十
者用 身の身体自 的2和 I 社会心理的 その評価(アセス的状況を把握し、

て し分に把握し まヽ
て し) 容を内 定の様式で記録し所 るヽ。

や見

め

してし

ていますか。

11項目中 10項 目

内容は具体的で、
同時に利用者(及 び
必要に応じて家族
等)との合意が得ら

評価結果 ①・ B・ C

・黒瓢艶ガ鍋 財球を和l賠似磁郵こ応じて

□製 華績卍羅鎌 鶉 攣
種サービ烈よマニュ刀舅礎れ

・ 望島燿就粍伝穂丁
ビ剰よ その内ふ 実施日嗽 回猟 結器 が確剣 こ

□悶経粍埓紙訴基万嵯桑爵蹄 、二亨
mこチェツク峡棚者の

・ 急イ重年覇滞当黙魯ぞ認 、ず罫醒需:暗
ていない始に

・ 薄 ネT亀ち勢醒馬躍 亡発辮 満 瞥 亀〒

計画の実施

か

必要に
じ

め

応 図つて

て し

ビスは、個別
援計画に基づい

ています

まヽすか。

6項 目中 4項 目  評価結果 A・ ⑤・ C

(4,地颯 生
Aハ 後 分

1グループホーム等の見学や体験的利用ができるように、情報や資料を
用意している。

0地域生活を身近な
ものに感じられるよ
う、いろいろな機会や
情報を提供していま
すか

2地域生活に関しての利用者の相談に応じたり、利用者自身の学習を支
援している。

1地域生活に関する利用者の意向を、折り「こ触れて確かめるように努め
ている。

2地域生活への移行計画の策定に際しては、地域の関係機関からも協
力を得ている。

⑫必妥に応して、地
域生活への個別移行
計画が策定されてい
ますか。(注 :家族等
のもとから通所してい
た利用者が単身生活
等を希望する場合を
含tⅢ )

■ 3策定された個別移行計画は、利用者の合意に基づいている。

(障害児 (者 )/施設 -3-)



1実際に移行する場合には、そのための支援プログラムが用意されてい

る。

2地域生活への移行支援では、できる限り利用者が主体的に生活設計
するよう配慮している。

3-定の期間は、試験的に地域生活を経験することのできるプログラム
がある。

□

4近隣の住民には、必要に応じて、利用者に対する理解と協力を求める

機会を設けている。
□

無理なく地
生活に適応でき

るものですか。

内

3退所者を支える組織(例えば、退所者の会や家族会等)を育成し、事業
所もこれに協力している。

の

支援

こ連絡し し了の1 も定期的I退所後 合う体制を設けて利用者 解を得て
し―ケアを実施 て る

まヽすか。し
の2 の (担口 し者)を置しヽて当退所後 緊急事態等 場 に備え 談 窓相

る

3項目中 2項目  評価結果 A・ ③ ・ C

■ 3必要に応じて、自己表現の技能や話し方について支援している。

4利用者自身が人権意識を高められるように、情報や資料の提供を行つ

ている。

ン 高めるために、障害の理解や調理・洗濯・

てヽの学習・訓練プログラムが用意されてし

に

′ し員 物ヽ 交通機1 社 を生活力
ワ トメン の理念に基メントの視点 るヽつ し関利用等 I

があづくプログラム
つ てヽし のそのため 学所外の社会資源 十分な情報が提供され2事業

りますか。
て しが:没け習や体験の機会 られ るヽ

4項目中 3項 目  評価結果 ④ ・ BiC

1面接・訪問・連絡ノート・事業所だより等を介して、家族には組織的に情
報が伝えられ、また家族からの情報も得られるようになつている。

■ 2家族が希望する場合は、生活や活動の様子を随時見ることができる。

3家族向けの広報紙発行や、家族向けの講演会や学習会等を実施して
いる。

4事業所利用とは直接関係ない事柄でも、家族からの相談には幅広く応
じている。

1休 日や帰宅中の過ごし方については必要に応じて利用者及び家族等と

話し合いながら主体的な生活が営めるように支援している。

・ 仏巳烹S8錘ほ鵠 船 慢毒
勧に利用するよ上

□留肇草謀絵毛続曇tゼ雖屎瓦忠歩邑号鞘 籠譜原客,れ
るよ捌

連携

には 日

と家族のためにも
支援していますか。

7項目中 6項目  評価結果 ⑥ ・ B・ C

に情報が提供さ
れ、必要な場合は
いつでも連絡できま
すか。

9項目中 4項目  評価結果 A・ ③ ・ C

(障害児 (者 )/施設 -4-)



コ メ ン ト中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点

■ 1サービス提供にあたつて、多様な作業内容を用意している。

■ 2利用者の作業内容について選択ができるよう配慮している。

■ 3作業工程の標準化をしている。作業の基本動作のマニュアルがある。

□ 4作業の月別・年別作業計画を利用者とともに作成している。

□
解 暮ほ確R琵責

駅 施詢 と和l用者の個別・全l本の話崎 いの場を定

□
留犠蓬宅星烈摩

別業務実績を障害程度、特性に配慮しながら、利用者

■ 9障害程度、特性に配慮し、個別の休憩を保障している。

すか?

し

ていま
作業内

■ 5計画に沿つた適切な仕事量を確保している。

■ 7利用者の作業能力を評価するマニュアルがある。

9項 目中 6項目  評価結果 A・ ③・ C

ての作業内
容

□ 2工賃規程は事業所(施設)と利用者の合意により設定している。

■ 4工賃規程の見直し等の協議は定期的に行われている。

□
行毛属塚評

する苦情・要望等の受付担当者を置き、その機会を個別に設

□
締 ば慰F出

せるような学習の場を障害程度、特性に応じて定

は り

の報酬(エ

質・賃金)

■ 1利用者に個別に工賃に関する説明をしている。対する説明をしてい

■ 1工賃規程を整備している。

■ 3工賃支給は工賃規程により道正に行われている。

■ 5事業所 (施設)独 自に最低工賃を設けている。

■ 6工賃の目標値を設定している。

ますか?

9項 目中 6項 目 評価結果 A・ ◎ ・ C

■ 2価格は、きちんとした原価計算のもと、適正に定めている。

.な
写
主製品について、固有の販売ルートや販売店(委託販売を含む)があ

■ 4受託作業について、適正に業者との契約を交わしている。

■ 1製品管理は適正に行われている。

いますか?

に行われて

4項 目中 4項 目

/販売につい

て

評価結果 ⑪ ・ B・ C

・ 儲 艤 瑠 麿 言 隅 れ種
利用者や自

2作業を行ううえでの室内の採光(照 明器具を含む)は適切に整備してい
る。

■ 3室内の色彩・音響等は、作業を快適に進められるよう配慮している。

.な
要
内の騒音対策等(遮音)は 、作業を円滑に進められるよう配慮してい

①働きやすい作業
環境を作ることに配
慮していますか?

5室内の換気および温度・湿度等は快適に作業ができるよう配慮してい
る。

■ 1車椅子等の利用者が移動しやすいよう床面段差をなくしている。

■ 2移動空間やトイレ等に手すりを設置している。

□望晨犀g扇尾扉評撃確亀釜獣呉イ梶ぞ
いよう`表示物、案内標点字、音声

3 就労支援事業所の固有のサービス

就労支援事業所には、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練や生産活動その他の活動の機会の提供など、他の事業所に
はない固有のサービスが必要です。さらに障害種別を超えたサービスが要求されています。
ここではそのような観点から、機能を評価します。

ての環境づく

リーヘの
応はしています

り

か ?

(障害児 (者 )/施設 -5-)



□ 42階建て以上の場合、エレベータを設置している。

1休憩・交流スペースは疲れを癒せるよう快適な空間であるよう配慮して
いる。スは快適に整備さ

れていますか?

■ 2喫煙場所が別に設けられている。

■ 1作業台・机・椅子等は障害部分を考慮した条件になつている。

■ 2作業内容により利用者に適した治具・工具を活用している。

・ 整系を写僚な野
や特月ll休暇等、各種休暇制度が就業の規則にきちんと

■ 3利用者の障害程度、特性に応じた作業時間の設定になつている。

□ 4作業上の災害に対する災害補償に関する規程を整備している。

■ 1利用者に対する労働安全衛生の視点に立った配慮をしている。

の

り

□ 4労働安全衛生に関するマニュアルを整備している。

■ 3作業機械等の整備を行い安全性は確保している。

□ 3労働安全衛生を担当する担当者を置いている。

■ 1作業内容に適した服装をするよう配慮している。

■ 2利用者に対する安全教育・指導をしている。

■ 2作業ЯRは、事業所として賞与・支給している。

□ 1利用者向けの就業規則を整備している。

に配慮した作業活

いますか?

を整備して

していますか?

るよう配

整備していますか?

は

の

13項目中 9項目  評価結果 A・ ⑧・ C

視点に立った配慮
をしていますか?

■ 1外部の作業に関する研修の機会を積極的に設けている。けてい
の

ますか?

■ 2異業種者との交流を積極的に行つている。

■ 2積極的に作業開拓・営業活動をしている。

■ 3職種・商品開発研究を積極的に行つている。

□ 1作業開拓・営業の専任(担 当)者がいる。

ての職員体
制

の専任(担 当
いますか?

5項目中 4項目  評価結果 ①・ B・ C

■ 2-般就労に向けて利用者本人の意欲を引き出す努力をしている。

■ 1-般就労に向けての職場実習を適時、計画・実施している。

□ 2職場実習に向けての体制や諸規定が整備されている。

■ 1-般就労した後のフォローアップ体制が出来ている。

■ 2離職した利用者が再入所できるように受け入れ体制を整えている。

1ナ

に向けて
(7)―

作つていますか?

別の計画を
に

■ 1-般就労に向けての個別支援マニュアルがある。

■ 3-般就労に向けて利用者に情報提供をしている。

■ 4-般就労に向けて、他機関との連携を保つている。

ての職場実習は
行つていますか?

フォローアップ体制
は出来ていますか?

8項 目中 7項目  評価結果 ①・ B・ C

□
墓を幕磯危藍輩

ムは、専門家の意見もとりいれるなどして、集団で討

□ 2必要な人には、体育・音楽や芸術などの活動を取り入れている。

4利用者の自己実現についての職員の年間研修計画が作成されてい

て

■ 3障害に適した環境づくり1こ 心がけている。

にあわせた支援内
容を準備していま
すか?

4項 目中 2項目  評価結果 A・ ◎ ・ C

非該当/平屋建ての為

11項目中 9項 目  評価結果 ④・ B・ C

(障害児 (者 )/施設 -6-)



4 日常生活支援サービス

利用者がその人らしい快適な生活を送るため
スの提供に際しては、支援の方法・環境の整備

には、利用者自身の自己決定を尊重するサービスの基本理念が必要になります。また、サービ

介護技術等の質を高める努力を重ねながら、一方では会議や研修を通じて職員の共
図る必要があります。
一人ひとりの利用者の支援のためには、利用者(および必要に応じて家族等)の意向を尊重しながら、個別支援計画を策定し、それに基づく

サービスを提供しなければなりません。その場合、意思伝達に制約のある人については、その人固有の伝達手段を探つて、できる限り利用者
の要望や意見を理解しようと努力することが肝要です。
個別支援計画の策定に当たっては、「利用者に応じた個別プログラム」で示されるプロセスに沿つて、自己決定に必要な情報を提供します。

そして、実施しているサービスの内容については、定期的にチェックしながら、計画の改善を図つて行くことが重要です。ここではこのようなこと
を評価します。

コ メ ン  ト中項目 小項目(質問項目) 着  眼  点

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事提供なし

非該当/食事介護なし

□ 1食事の介助等、支援方法に関してマニュアルが用意されている。

口
肥『

者の体調や身体状況により、必要に応じて個別の食事を用意して

□ 1定期的に嗜好調査を行い、その結果を献立に反映している。

□ 2食事サービスの検討会議等には利用者も参加している。

口 4献立・食材に季節感があり、盛り付けや食器にも工夫している。

□ 6献立及び食材について、その情報は予め利用者に提供されている。

□
窺 ↑

助については、利用者の様子を良く見ながら介助や支援を行つ

□
談窪乏名腎宅惧&囲

気について定期的に検討会議を開き、必要に応じて

■ 2食事は、幅のある時間帯の中で喫食することができる。
ていますか。

し

に

たヽ食事サー

□ 5食堂には複数の調味料・香辛料が用意されている。

□ 3適温の食事を提供している。

11項目中 1項 目

ビスが用意されて
いますか。

嗜好を考慮した献
立を基本として美味
しく、楽しく食べられ
るように工夫されて
いますか。

評価結果 A・ B・ ◎

非該当/入浴支援なし

非該当/入浴支援なし

非該当/入浴支援なし

シャワーのみ利用可

非該当/入浴支援なし

非該当/入浴支援なし

非該当/入浴支援なし

非該当/入浴支援なし

ロド宅急寄亘三劣】イ司梨ζ雅哀客F｀

入浴介助や支援・助言方法につ
2-人ひとりの健康状態や留意事項については、個別チェックリスト等を

□ 3入浴の介助や支援・助言業務は、所定の様式により記録されている。

.献
、
間のほかに、失禁や汗をかいた場合等必要に応じて入浴

□
幹

浴の時間帯や週間回数については利用者との話硲 いで決めてい

脱衣場の設備や入浴器具の設置等については、検討会議をもつ

2脱衣場の冷暖房設備は、気候や利用者の身体的状態に応じて調整で

□ 3浴室や脱衣場は、プライバシーを保護する構造・設備になつている。

か 。

浴室1

□
環境は適切の です て し

ていま
すか。

人

て し

の希望に沿つて行
われていますか。

3項目中 1項目  評価結果 A・ B・ ◎

ニュアル(安全、プライバシー、便意・尿意・失禁への対応

3排泄介助に際して、利用者の健康状態や注意事項については、個別
チエックリスト等を活用している。

□ 4排泄介助の結果は所定の様式により記録されている。

■ 2プライバシーに配慮したトイレの構造・設備になつている。

■ 3換気や適切な薬品使用等、防臭対策がなされている。

■ 4清掃は毎日行われ、汚れた堀合は直ちに対応している。

て し

か 。

レ

ですか。

や防臭を考慮したマニュ
具(おむつ、2排泄用 式便器、移 動 尿器、集

つ し法 ! てヽ 衛生

■ 5採光・照明等は適切である。

□ 6冷暖房設備がある。

1

て し

■

点検

10項目中 S項目  評価結果 A・ ◎・ C

1身体状況に応じた設備や補助具の配備を含めて、
改善のための検討を定期的に行つている。

(障害児 (者 )/施設 -7-)



好みを尊重し、衣服
の選択について支
援していますか。

■ 1衣類は利用者の意思で選択している。

■ 2衣類の選択について、必要があれば相談に応じている。

□
挙だ穏8孝認

よ 必要があれば、職員が相談、情報提供、買い物支援

の
□

常彊亀撹撃撮ぞ芦
じ鰐 合には、速や州 こ細 するための業務手順が

に気づいた時等
の対応は適切です
か 。 ・ 釧桑軽甚望[宅薇蒼|た

場合、特殊な場気強いこだわり9を除き、

□
麓 争

や破損のために着替えをした場合は、それを記録することになつて

・♂響ほ琴皇≦混篤民宅毛驚
いという希望のある不il用者に対して

7項目中 4項 目 評価結果 A・ ⑧・ C

用
■ 1髪型や化粧の仕方等は利用者の意思で決めている。容 好みを 選択

について支援して
いますか。 口

を撃展浄
必要があれ

げ
、整髪や1し 粧を手伝つたり、又は相談に応じたり

□ 3理容・美容に関する資料や情報を用意している。

の利用については □
跳 督8爵雷E農載 睫ぞ

和l用に引 て 、必劉 こ応じて職員が同行す

ています
□鯉 窃ζ識畳壕堪議塙籍壷勢半景賀毛驚

到こ応じて、理解と協力を得らか 。

5項目中 2項目  評価結果 A・ ◎ ・ C

非該当

非該当

□研巳記提翁逹罠昇Rl群
剖こついて`不il用者の希望や状測こ応じた適

ていますか。

2夜問就寝中の利用者に対するサービスについては、体位変換やおむ
つ交換、さら1こ 1よ 睡眠リズムの乱れや不眠者への対応等を含むマニユア
ルが用意されている。

□ 3夜間に行われた個別支援は、所定の様式で記録されている。

□
塚 量伊

、利用者の好みに基づいて用意され、又は私物使用も認められ

□
駆 詈原奪ごぎ

同室者に影響を及ばす場合、一時的に他の部屋を使用す

5項目中 0項 目  評価結果 A・ B・ ③

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

日
□ 1利用者の健康管理マニュアルが用意されている。は適切ですか

□ 2医師又は看護婦による健康相談を受けることができる。

3医師又は看護婦が、利用者(及び必要に応じて家族等)に対して健康面
の説明を定期的に行つている。

4利用者(及び必要に応じて家族等)の承諾を得て、インフルエンザ等の
予防接種を行つている。

5健康の維持・増進のため、日常生活の中に取り入れるプログラムが用
意されている。

■
6歯科医師又は歯科衛生士により、歯磨き、歯磨き介助、歯肉マッサージ
等の方法やその他の口腔衛生について、定期的に指導を受けている。

1健康面に変調があつた場合の対応の手順は、マニュアルとして用意さ
れている。かつ適切な医療が

受けられますか。
2地域内に協力的な医療機関(診療所又は病院、アクセスはおおむね20
分以内)を確保している。

3確保している医療機関では、入院治療が必要な場合の受け入れがス
ムーズである。

用 1利用者 (及 び必要に応 じて家族等)並びに担当職員は、薬の目
■ 的・性質・効果・副作用・注意事項等について、適切な情報を得

ている。

し

行われています
か 。

・ 偽総整室迭寧梨脇 儲打ミ生え登撃男テ翠驚響g猪宅嵌冒。
・使

3薬物の取り違え・服用拒否や服用忘れ・重複服用等、築物使用
口 に誤 りがあつた場合の対応については、マニュアルが用意されて

いる。

□
乞P服

・外用薬の使用状況は、所定の様式に従つて記録されてい

13項 目中 4項 目  評価結果 A・ ◎・ C

に

一時保管のみ

(障害児 (者 )/施設 -8-)



□
豊裂選恵尋Rぼ言

体的に企画・立案するように、職員は側面的な

口
乞争

要に応じて、外部から協力者郁 ランティカ を受 lサ入れてい

1話 し合いやアンケー ト等を通じて利用者の意向を把握してい

る。

2利用者には、余暇やレクリエーシヨンに関する情報を提供して
いる。

■

レクリエー

□ 5地域の社会資源を積極的に活用している。

シ ョン

5項目中 1項 目  評価結果 A・ ◎・ C

希望に沿つて、自
由に行えるように
していますか。

井該当

非該当

非該当

非該当

1利用者の代表や自治会等と話し合つて、外出についてのルール
を設けている。

2必要なときには、職員・ガイ ドヘルパー・地域のボランティア
□ 等、いずれかの人からの介助や支援・助言を受けられる体制が

整つている。

□七勢獄?瑠路馨こ縫覆tモ岱老1等
の情報を普段から収集するよ

4外出に伴う安全確保や不測の事態に備えて、利用者に必要な学
□ 習を行うとともに、連絡先を明示したカー ド等を携行させてい

る。

希望に応じて行わ
れていますか

4項目中 0項目  評価結果 A・ B・ ◎

非該当

非該当

非該当
3盆や正月の外泊は、これを強制したり、利用者や家族の事情を
考慮せずに要請するようなことはしていない。

じ

びに家族

と し てつ ル ーの をル1 利 者の代表用 自や 等 話 用利 主体者
応 る よに つ し設 てけ る

てれ し まさ配慮 す
立の業事 合で決所側の都 るめ での なは く2 用和J 者 な う

か
I て しユに てつ場 職担 当 が貝 の調整そ 行を よつ つ し る

3項目中 O項 目  評価結果 A・ B・ ◎

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

□撫橋芝豪客零秩署Fし
て業務を分担し、相互チエックが回られる

□攀析第領芸躍畠漏新皇崖劃勢丑岳裂
用者(及び必要に応じて家族

□ζ鰻露誓城電壽選f鍵昭示た聖冗荏熙で☆監毛長
応じて家族等)か

・ [尋 F宮評
ができる人には、金銭等を保管する拐所と設備を提供

・ tttF宮琶響垂悟高静琵皇菩2仝長ヒモ!キξ!｀

帳を活用するなど

・歩會賛暴焉警ぎ完専よ管F的な対応能
力を高めるための学習プロ

に 者の預か
を明確に

こ応

1こ

2取 り扱し
等)に詳し

規ヽ約とその運用方法は、
く説明した上で7解を得

つ し つ し て はにり金 りその取 し扱 を規ヽ約 定め 責任用和J

り預 か金 理適切な管 体て てし し るの 所在
しろ市Jが作 てれ まの管理等金

(及利用者 び必要 I てじ 家族
すか

よる つ てし し る

己
う
ま

に

す

3項 目中 3項 目

理ができるよ
配慮されてい
か。

評価結果 A・ ⑧・ C

非該当

非該当

非該当

2テ レビやラジオ等は個人で所有できるように便宜を図つてい

る。

3新聞・雑誌やテレビ等の共同利用の方法については、利用者間
の話し合いで決められている。

□ 1利用者の代表や自治会等と、話 し合つてルールを設けている。

2具体的な場面では、自治会や利用者全員と協議 して、場所・時
日 間・方法 (喫煙場所、飲酒場所・時間、一気呑みの禁止等)「こ様々

な配慮を行つている。

3酒やたばこの害については、利用者が正しい認識を持てるよ
■ う、利用者全員に情報提供を行つた上で、飲酒・喫煙が認められ

ている。

の

容の自由な

)につ

選 択

□ 1新聞・雑誌は個人で購入できる。

6項目中 2項目  評価結果 A・ ⑤・ C

読やテレビ等の利
用は自由にできま
すか。

は、健康上の影響
等に留意 した上
で、基本的に個人
の自由が認められ
ていますか。

ヽた
い¬〔

(障害児 (者 )/施設 -9-)



5 生活環境の整備

利用者へ快適な生活環境を用意することは、すべてのサービスの前提条件となります。生活環境を考える場合には、利用者の立場からの視
点と事業所周辺の地域への影響という二つの視点が重要になります。
ここでは、事業所がその生活環境について定期的な点検を行い、可能な限りの工夫や改善をしているか否か、ということを評価するもので

中項 目 小項目(質 問項目) 着  眼  点 コ メ ン  ト

ら びに事業
、定期的
・整備さ

所同辺
□ 1 点検 整備 の マ ア ルが用意され て し る

は に 点

れ て し 2 点検 整備 の 担 当者 な ろ び こ責任者が明 上) か に され て し る

ますか。
3点検・整備の結果は、文書処理されて施設の各部署に報告され
ている。

■
4点検・整備の結果に基づき、必要な整備が計画的に行われてい

る。

□ 5点検・整備の結果とその対応策は、利用者に知らされている。

人 る場 1 利用者 ぬミ 人 に な りた し と きや感情の ′もヽ つ た とき等 こ利 用 で

所や部屋 又は少 きる 自由な場所 設備が用意 され て し る
人 数 で つ ろ げる

2 少人数 で くつ ろ げる場所 (部屋 や ス ペ ー ス 等 ) や 屋 外設備等が 用
場所や部屋があ り ■

息 され て し る
ます か

居室の個室 部屋化を実現 る また 生 活 ホ3 化 や 人 して し

ム グ )レ プホー」と、 

「こおし て は個室 1ヒを実現 して しヽ る

■ 4訪間者と面会できる部屋が用意されている。

よ で

リ
い
・ 箕翌星驀婆軽出簡醒黒島謡野ξピ呼積なP話

し合いを持ち、その結
る環境
がな

への取
組み され て

□普2否暑諾雲望亀どとぞ警義8髯冨薪1境訟とこ「顆提尋扉ざ樫豊勇ま
行う機会を設けている。

ますか。

3利用者の携行品や身近な私物については、利用者の気持ちを理

解 し、職員も大切にしている。

の 1汚水や生活廃水等の処理については、法令を満たす基準の設備

□雲F多完空ゥ系三云乙佑猥等忌1毛堰ぼ辞亀泳墨堪足稚考奪r彊
切に行われている。

境への配慮がなさ
れていますか。

□絡貢惹T恩誉↑垢晟お天鐘単置繋讐ξ死零俣管Fが
行われ、その

□糸健臭己導會珂藷欲な言
具等の汚物処理については、所定の手順

・ 朱手是措量是足耀百辱皆垂ゼそ譲髯Fを
及ぼさないよう、責任者

16項目中 8項 目 評価結果 A・ ⑤・ C

及 辺

維 □
比軍摂そ「

衛生管理については、規程や実施マニュアルが用意さ
の衛生は適切に
持されています
か。

□

と
お
る

清掃及び衛生管理については、事業所内に委員会が設けられて

り、基本的な方針や具体的な問題に関して、提言を行つてい

□

3清掃や衛生問題については、担当者と責任者が任命されてお
り、責任者には、必要に応じ迅速な問題解決に当たることのでき
る権限が与えられている。

3項目中 O 項目 評価結果 A・ B・ ⑥

(障害児 (者)/施設 -10-)



6 地域 との連携

通所・入所を問わず、事業所は地域の中の社会資源として存在します。当然、その利用者は、もともとそれぞれの地域に属する
一員ですが、同時にその事業所が属する地域の一人として大切な存在になります。そうした事業所利用者が、その地域の人々と好
ましい関係を作ることは、自立への大切なプロセスであり、同時に、それは事業所と地域の相互交流の架け橋になることを意味し
ます。

事業所は、地域住民からみれば、しばしば貴重な社会資源です。事業所の持つている機能は、単に利用者のものではなく、地域
の人々にとつても活用できるものと考えられるからです。一方、事業所の側からみれば、地域との連携を深めることによつて、そ
のサービス機能はさらに充実・向上するものです。

ここでは、地域に開かれた事業所であるか否か、そして、その結果、利用者のニーズをより効果的に満たしているか否か、とい

うことを評価します。

中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点 コ メ ン  ト

1 地域ヘ事業所を開放するための規定を設け、事業所開放を実施
流

「こ対す る理解促進 して し る
と地域への事業所
開放を図つていま □ 2地域の人達に事業所の開放や、備品の貸し出し等をしている。

す か
3地域の人達に障害者や福祉を理解してもらうための講習会・研
修会を開催している。

4介護技術講習等の地域住民の生活に役立つような、講習会等を
している

口 5地域の人達のボランティアを積極的に歓迎 している。

□ 6事業所の様々な行事への参加を地域の人達に呼びかけている。

に で ま
□ 1地域の情報を収集し、これを利用者に提供している。

すか。 2利用者の地域活動への参加を支援するという方針があり、職員
や家族に文書により知らされてい

3必要があれば、地域の行事参加に職員やボランティアの支援を
求めることができる。

地域 の交流を進 □と軽言語亨紀房肇皇群τあ霙昂を持るゼ冨なデ
レクリエーション

めていますか。 2利用者は、地域の人達と企画の段階から、様々な行事・スポー
ツ・ レ エーション等 I カロしている。

・ |と鍵秤警斎宅蛋習]行
物は、当の職員によつて計画的・継続的

情報を伝えていま
すか。 2広報紙は、地域の人達をはじめ、利用者、家族、ボランティ

ア、関係話機関等に定期的に配布されてい

3事業所紹介のビデオやパンフレットを作成し、これを地域の住
民や関係機関に提供している。

□
4 地域の住民や 係機 関 を対象 と して 事 業所 で行われて し る作

業や訓練等の活動に つ しヽ て 紹介す る機会 を持 つ し

15項目中 4項目  評価結果 A・ Θ・ C

1地域生活の一形態で る福祉ホームやグループホームを設置運

スの実施
人は何らかの地域
生活支援サービス
を行つています
か 。

営している。

口3普壁雫買寧牙撃蒜£奎了全合貨ど為考τ康念
、デイサービス、

口 3在宅障害者のための相談事業を行つている。

4 その他、自 体独自叉 は法人独自の地域生活支援事業を行 つ て

し る

4項 目中 0項 目 評価結果 A・ B・ ◎

ワ ン ランティアの
入れや受け入 □ 1ボランティア育成を積極的に行つている。テイアの受

け入れと育
成

受 け
ニュアルが

用意されている。 口 2ボランティア受け入れは、所定の様式で記録されている。

3受 け入れと育成の担当者 (ボ ンティアコーデイネーター等)が
決められており、責任の に れている

4ボランティアの受け入れに際しては、あらかじめ利用者や職員
に趣旨を説明している。

5ボランティアの意見や指摘事項を事業所運営に反映させてい
る

6ボランティア育成のため、ボランティア講座や体験学習等を計
に て い

6項目中 1項目  評価結果 A・ B・ ◎

の連携
1関係機関 (福祉事務所、児童相談所

■ 等)や地域内の諸事業所とは定期的に
催 している。

、保健所、
情報交換の

職業安定所、学校
ための連絡会を開

■ 2連携のための窓口 (担 当者)が決められている。

■ 3関係機関とは日頃から情報交換を行つている。

3項目中 3 項目 評価結果 ⑥・ B・ C

か 。

の

です

(障害児 (者 )/施設 -11-)



コ メ ン  ト中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点

■ 2研修の具体的な立案・実施のために研修担当者を決めている。

3新規採用者、中堅職員、管理者、専門職種等、それぞれの立場
に応じた研修マニュアルを策定している。

・ 怒曾科霧穆含でを葵魂飩負託ヽ左
ア会議等)とは別に事例検討会を

2新 しいサービス技法や様々な実践の成果について常に情報収集
□ を行い、必要に応じて外部から講師を招いて、有効と思われる知

識・技術の導入に努めている。

3福祉の動向、障害者観の変遷、社会的支援の新たな制度や事業
■ については、資料を添えて幹部職員ができるだけ詳しく説明して

いる。

□
なⅢ

事業所又は研究機関・研究者と共同で共同研究等を行つてい

内研修 に実施され
ていますか。

に学ん
して見学や実他事業所の を習 的積極 取に 入れり1 研修職 貝

み で事 業所 る
し運 営 しを て ます

しに
「こ的 と報告者 てし して参 加2 学会等の福祉 実践報告会 積極

か 。
る

は

ス

9項目中 5項 目

基本理念や方針を理解 し、その目的達
継続的に行うよう、年度毎に研修計画

1役員及び職員が事業所の
■ 成のために研修を計画的・

が策定されている。

上のための研修を
積極的に行つてい
ますか。

評価結果 A・ ◎・ C

■ 1学会・各種研修・研究会等に職員を参加させている。

■ 2専門資格取得のために勤務時間の面等で配慮している。

□
也U箪禽習Fは

事業所内の報告会にて伝達講習を行うことを原則

外研修 させて
行

いますか。
研修に

3項 目中 2項 目  評価結果 A・ ◎・ C

フ 役員及び職員の研修

事業所は、社会や個人のニーズに基づき福祉サービスを提供します。そして、利用者に具体的なサービスを提供するのは、一人
ひとりの職員です。しかし、職員はそれぞれ単独で存在するわけではなく、事業所という組織を形成する一員として存在していま
す。そこでは、基本理念に支えられた組織の中の職員が事業所の提供する機能のそれぞれを分担しています。その組織を統括し、
代表するのが事業所管理者 (施設長)です。

事業所の良し悪しは、そこで提供される福祉サービスによつて決まりますが、それは、管理者を含む事業所職員一人ひとりのカ

量に由来します。ここでは、資貨向上に関する事業所の努力や実態を評価します。

(障害児 (者 )/施設 -12-)



8 緊急時の対応

事業所には利用者の生命・財産を守るという使命があります。日常的なサービス提供の中でも、あるいは非常事態にお
いても、その使命は変わりません。従つて、不断の事業所設備の充実は必要不可欠であります。そして、日常の事業所運

営においては、非常事態における生命・財産の保護に備えた体制整備が求められます。ここではそうした視点からの事業
所機能を評価します。

中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点 コ メ ン ト

して 1 最低基準なら び に ,肖 防法 に 不 され る防災対策は確実 I こ行 つ て し

震災等への
対応

や震災へ の 対 応 る
は適切 で すか 。

2 上 記法令に止ま ち ず 事 業所独 自の 内容 を盛 り込 んだ防災規定
と利用者への対応 マ ア ヅレを策定 して し る

・ 祐猪奪根露|~ユ
アルに基づいて、定)胡 的に避難等の訓練が行

.先
卍縦哲吾

に基づいて、防災対策の点検と見直しが定期的に行わ

5利用者の外出・外泊・帰宅時に発生した災害にも備えて、連絡
方法や支援体制を策定している。

6事業所周辺の危険度 (崖 崩れ等)調査や施設建物の耐震診断等、
事業所の安全性について点検と対応を行つている。

□
秩晉尋原竃:め

に食料、医薬品、日用品等を備蓄し、定期的に点

■ 8損害保険等に加入している。

8項目中 7項 目 評価結果 ⑥・ B・ C

の や

十・ [号 F難信9萱⊆字亮孫樫覺引長■i容争
ん`発作や怪我等)を想定

の対 は

分ですか。

・ ζ希肇ま倉P連
絡についても、その手順がマニユアルとして用意

□ 3事故や急病を想定した訓練が定期的に行われている。

4事故や急病の場合、緊急対応を終えたら速やかに報告書を作成
することが義務づけられている。

5緊急時には、休日・夜間でも医療が確保されるように、特定の
口 医療機関と提携 している。 (こ こでは、単身で通所している利用者

から、緊急の相談が事業所や職員にくる場合等も想定している)

□ЪFI最重豆ひ称患と垢埓薯属景扇を滸縫だ荏ゴ磁ぜ官黙卑讐ξデ
■ 7職員には、必要な救急法の研修を行つている。

7項目中 4項目  評価結果 A・ ◎ 。C

力体制 ■
稿言羅言モよ留言

｀その他行政機関等と情報交換、連絡 協力体
られていま

か 。 2地域の自治会や団体等と情報交換、連絡・協力体制を作つてい

る。

□ 3地域の団体や機関と共同で防災訓練を行つている。

4大規模災害の場合には、事業所が、地域の罹災者を受け入れる
□ 臨時避難施設になることを想定し、対応マニュアルが用意されて

いる。

4項 目中 2項 目  評価結果 A・ ◎・ C

(障害児 (者)/施設 -13-)



9 組織 "運営・ 管理

事業所は事業所の理念を持ち、それをの利用者や家族、職員はもちろんのこと、地域にも明示しなければなりません。その理念の具現に向
けて事業をするとき、民主的な組織や運営および管理であることが重要です。
ここでは、事業所の理念と民主的な組織・運営・管理という視点から評価します。

中項目 小項目(質 問項目) 着  眼  点 コ メ ン ト

運 会)及び評議
は実質の機能
たしています

.な
ヂ
事会 (運営協議会)及び評議員会は定期的に開催されてい

を果
か 。

■ 2理事 (運営委員)は事業体の経営に実質責任を果たしている。

3理事会 (運営協議会)は高い経営能力、事業企画力を持つてい

る。

■
4理事会 (運営協議会)と評議員会は、その役割と機能が明確に
確認されている。

5理事会 (運営協議会)も しくは評議員会に家族代表が入つてい

る。

6理事会 (運営協議会)も しくは評議員会に職員代表が入つてい

る。

7理事会 (運営協議会)も しくは評議員会に利用者代表が入つて
いる。

■ 8権限が特定の個人に集中していない。

や 日
□ 1運営規則を整備 している。しています

か 。

所 )

同作業
■ 2運営規程を整備 している。

■ 3就業規則を整備 している。

■ 4利用者名簿を整備 している。

■ 5金銭出納簿を整備している。

□ 6設備備品台帳を整備している。

■ 7作業国誌を整備 している。

□ 8証拠書類綴を整備している。

ますか。 □ 1事業体の将来構想を策定している。

□ 2将来構想は、短期・中期・長期のそれぞれの構想がある。

■ 3将来構想にそつて年度事業計画をたてている。

■ 4将来構想にそつて年度事業計画を実行している。

か
■ 1職員会議は定期的に開かれている。ていますか。

.〔、彎員
会議で職員は議題に関して対等に自由に活発に論議をして

■ 3職員会議できめられたことは、全員―致 してとりくんでいる。

治会)があります □ 1利用者の会 (自 治会)がある。

か 。

□ 2利用者の会 (自 治会)の活動は活発である。

利
ベ

＆
述

□
用者の会 (自 治会)で メンバーは対等な立場で自由に意見を
ることができている。

すか。 □ 1家族会がある。

□ 2家族会の活動は活発である。

□
i、冒r会

で家族は対等な立場で自由に意見を述べることができて

□ 1後援会がある。

□ 2後援会の活動は活発である。

□
i、密炉

会で会員は対等な立場で自由に意見を述べることができて

32項 目中 司6項目  評価結果 A・ ③・ C

すか。

(障害児 (者 )/施設 -14-)



(2)情報公
開・啓発

①事業体の情報を
公開しています
んヽ。

■ 1事業体の情報は公開している。

8項 目中 6項目  評価結果 ⑥ ・ BoC

■ 2情報は広く地域に公開されている。

3地域への情報の公開にあたり、透明性を高める努力をしてい
る。

■

■ 4財務情報が公開されている。

□ 5事業体の将来構想を地域に公表している。

6 事業体の将来構想が地域の三―ズに合つたものとして受け止め
られている。

■ 7地域の人々との交流の機会を積極的にもつている。

・ 化胃言宅亀attT管把象怒曇璽普ゼξttR落 :障
害者福祉の充実

□ 1職員の採用・異動等、人事に関する方針が定められている。

□ 2定期的に人事考課を実施 している。

3人事考課において、客観性・公平性・透明性を確保するための
工夫をしている。

∪人事管理の体制
が整備されていま
すか。

■ 4職員に対する福利厚生事業を行つている。

4項目中 1項目  評価結果 A・ ◎・ C

■ 1事業計画を実施するに必要な予算編成がなされている。
①予算管理が適切
に行われています
か。

■ 2予算編成にあたり職員の意見を聞いている。

2項 目中 2 項目  評価結果 ①・ B・ C

(障害児 (者 )/施設 -15-)





O概 解

障害福祉サービス共通評価基準 概評 〔各シート共通〕

①非該当とした項目 (放課後等デイサービス、児童発達支援、保育所等訪問支援については「いいえ」とした項
目)の説明、②独自に必要と思われる評価項目等、③項目評価を通じて気づいた点などを記入してください。

3-(4)―②-4 平屋建てのためエレベーター不要

牛(1)―①-1～牛(1)―②-7 食事提供なしのため非該当

牛(2)一①-1～牛(2)―③-3 入浴支援非該当 (4-(2)―②-1以外)

牛(5)―②-1、 2 就労系通所事業所のため理髪支援なし

牛(6)―①-1～牛(6)―①-5 就労系通所事業所のため睡眠支援なし

牛(9)―①-1～牛(9)―①-4 就労系通所事業所のため外出支援なし

4-(10)―①-1～牛(10)―①-3 就労系通所事業所のため外泊支援なし

4-(11)―①-1～牛(11)―①-5 就労系通所事業所のため預 り金無し

4-(12)―①-1～牛(12)―①-3 就労系通所事業所のため 個人の新聞購入等管理無 し

5-(1)―②-3 就労系通所事業所のため居室の個室化なし

(概評 -1-)



Oサービスの資の向上に向けて取り組む課題

前回までの評価において、サービスの質の向上に向け取り組む課題を設定している場合はその内容と進捗状況
を、また、新たに今回の評価によって今後取 り組むべき課題がある場合も、その内容を記入してください。

関連する項 目 内容および進捗状況
新規
継続
終了

取り組みの期間
(〇年O月 から〇年○月まで)

6-(1)―①-3

数年前から地域の障害者理解を深めるための事
業所見学会実施に向けてに地域自治会長、地域
の学区社協会長と関係を深めてきたが、コロナ禍
およびその後の過渡期で全く進展が無かつた。2

類から5類になつた後も依然感染のリスクがあり保
護者からの慎重論も大きいが、新しい自治会長も
前向きに検討してくれているので感染対策を徹底
しながら開催できる方法を模索していきたい。

令和7年4月 1日 ～令和8年 3月 31日

(概評 -2-)



【参考様式】

サ ー ビ ス 改 善 計 画 書

策定日

事業・サービス名

施設・事業所名

令和7年 4月 8日

就労継続支援B型

咲くら

自己評価項目
評価
結果

問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責 任 者
備  考

(必要な予算等)

1-(1)―①-1 B
理念基本方針は明文化
しているがHPでの公
表はしていない

今年度中にHPでの公
表を実施する

令和7年度中 管理者 な し

(改善計画 -1-)




